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あらまし：高等教育における e ラーニングにおいては，ドロップアウトする学生をできるだけ少なくする

ことが大きな課題の一つになっている．そのためには，メンタリングを効果的に実施することが望まれて

いる．インターネット大学の教職員による，学生へのメンタリングの実践について，学生の学習の進め方

と共にその実践結果について述べる．適切なタイミングで適切なメンターがメンタリングを実施すること

によりドロップアウトの学生をできるだけ少なくすることを目指して実施している授業実践について報

告し、今後の課題について述べる． 
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1. はじめに 

日本においても人生 100 年時代を迎えると言われ

ており，2007 年に生まれた子供の 50％が 107 歳まで

生きると言われている(1)．政府が「人生 100 年時代

構想会議」を 2017 年にスタートさせ，何歳になって

も学び直しができるリカレント教育の推進や，新し

い高等教育の形態，新卒一括採用だけではない人材

採用の多元化等の検討を既に始めている．文部科学

省でも、“文部科学省「人生 100 年時代構想」推進会

議”で議論を始め、幼児教育・私立高等学校の無償

化だけでなく、高等教育の無償化、大学改革、リカ

レント教育の議論を行っているところである(2)． 
このような中，社会人の学び直しについては特に

通信制であるインターネット大学に対する期待も増

加しているが，e ラーニングで学び続けるためには

オンライン学習者スキル(3)を身につける必要があり，

特に学習を継続させる主な要因の一つである学習意

欲については重要な課題のひとつとなっている． 
e ラーニングの学習環境においては通学制の大学

と違った様々な課題が指摘されている(4)．中でもド

ロップアウトに関する研究は多く行われており，早

めの対応，メンタリングの必要性等が望まれている．

e ラーニング環境におけるドロップアウトに関する

研究から，ドロップアウトしやすい学習者の分析か

らの早めのアプローチ，講師のプレゼンス向上，ブ

レンド型授業による動機づけ，メンタリングによる

学習支援などが実践されている(4)．本講では，ドロ

ップアウトをできるだけ少なくすることを目的とし

たインターネット大学における実践の中で，学習者

支援の観点からメンタリングに対するインターネッ

ト大学の取組の実践について述べる． 
 

2. e メンタリング 

e ラーニングにおける授業運営においてメンタリ

ングは重要な役割を果たしている．これを e メンタ

リングとよび，様々なメディアを活用して学習者に

対する説明・指導・評価や助言・励ましなどが e メ

ンターにより行われており，メンターが規範とすべ

きガイドラインの策定方法についても提案されてい

る(4)． 
英国のオープンユニバーシティでは，メンタリン

グに力を入れているが，約 60％がドロップアウトし

ており，そのうちの半分以上が，授業の開始時と授

業の最初の課題提出時にドロップアウトしている．

また，最後の期末試験までたどり着けば，ドロップ

アウトする学生はほとんどいないことが報告されて

いる(4)．また，国内での実践も含めて，学習継続が

不可能になる理由として最も多かったのが，「時間が

ない」ということで，メンターによる適切なタイミ

ングでの適切な働きかけが重要なドロップアウト削

減の解決策の一つであることも指摘されている(4)． 
 
3. インターネット大学での学習環境 

2018 年 4 月に開学した通信制の 4 年制大学では，

2019年は 2年目にあたり，昨年度の経験を活かして，

なるべくドロップアウト学生を減らす取組を実践し

ている．本講では 2019 年度 1 学期（4 月～6 月）に

おけるインターネット大学の 1 年生へのメンタリン

グの実践について述べる． 
調査対象とする大学は情報系の学部と福祉系の学

部の 2 学部構成で，情報系の学部はほぼ全科目がメ

ディア授業で実施されている一方，福祉系の学部は，

ブレンディッド型の演習科目が資格取得のために開

講されている．学生の約 8 割以上がフルタイムの仕

事をもちながら学ぶ学生で，年齢構成も 10 代から

70 代までと幅広い多様な学生を抱えている．地域も

ほぼ全国（一部の学生は海外から学習）に分散して

おり，ほぼ人口比率に沿った分布となっている． 
入学時に学生一人一人に専任教員がアカデミッ

ク・アドバイザー（AA）として割り当てられ，学生
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の履修登録指導，履修上の相談等を実施している．

本活動は特に 1 年生に重点をおき，オンラインや対

面・テレビ電話等による同期・非同期の相談・指導

を実施している． 
 

4. メンタリングによる学習者支援 

学習者の学習の進め方とメンタリングによる学習

支援実践を調査する科目は，1 年生の主に 1 学期に

履修する導入科目で，オムニバスにより構成され，

学習の進め方の基本や，各学部の専門科目のエッセ

ンスを学ぶ科目として配置されており，必修科目で，

全員が履修する必要がある．2019 年度の 1 年生は 1
学期に 781 名が履修した．各学期のメディア授業受

講期間は 7 週間あり，約 15 分の動画 4 本と約 30 分

相当の小テストで合計90分相当の学習を1回と定め，

全8回と期末試験で1単位の授業が構成されている．

また，本導入科目は最初の週に全回の受講が可能で

あるが，第 1 回・第 2 回の標準受講期間は 4 週間と

し，4 週を過ぎて受講すると，遅刻受講とみなされ

る．遅刻受講 2 回で 1 回欠席相当となり，全体の 2
／3 以上の出席が期末試験の受験資格となっている．

また，第 3 回・第 4 回は 5 週目までで，以下 1 週間

に 2 回ずつ，ずれて標準受講期間が配置されている．

このような配信形態は，本科目だけの初めての試み

で，今年度実験的に取り組んでいる．他の科目では，

最初の週に配信されるのは1回と2回のみで，以下，

1 週間おきに，2 回ずつが開講し履修できるように配

信される． 
この科目に対する学習者支援活動の抜粋は表 1 に

示すとおりである． 
表 1 学習者支援活動（一部を抜粋） 

時期 主体 対象 内容 
開始前 指導補助者 科目履修者 挨拶，激励 

開始前 専任教員 AA として担当

する学生全員 挨拶，激励 

4 週目 専任教員 1 回も終えてい

ない学生 激励 

5 週目 職員 ログインして

いない学生 激励 

6 週目 指導補助者 科目履修者 激励 

7 週目 指導補助者 科目履修者 試験案内，

激励 
 
学習者の各週の進捗の平均の推移は図 1 の通りで

ある．縦軸は進捗の%表示で全 8 回合計 100％とな

る．学習者は最終評価別にグルーピングしている．

但し，評価 D については，期末試験を受験している

グループ，期末試験を受験していないグループ，ま

た，参考として，最終進捗が 0％の学生を除外した

評価 D のグループをグラフに掲載した． 
 

5. 考察 

1 学期の第 3 週の後半と第 4 週前半が 2019 年度の 

図 1 グループ毎の学習者の各週の進捗の平均の推移 
 
大型連休に該当する．また，学期間にわたり同じぺ

ースで学習すると，各週約 15％ずつで全体をカバー

できる．本科目の配信の特性上，最初の週に 15％を

大きく上回る進捗が，SAB 評価の学生に見られる． 
表 1 の 4 週目の冒頭には教員からの激励メッセー

ジが送られている．このことが影響を与えているか

どうかは，最終的には学生アンケート等による調査

を実施しないとわからないが，第 3 週に落ち込んだ

進捗を第 4 週にリカバーリしようと学習を増加させ

た学生がほとんどであったことがわかる． 
上記のように，各学期や暦の状況もみながら，き

め細かい学習者支援活動の計画を策定する必要があ

ると考える．当初は第 3 週にもう少し学習が進捗す

ると予想していたが，評価 S を獲得した学生も第 3
週は少し進捗度が落ちている．また，期末試験を受

験してD評価になっている学生の最終平均進捗率は

約 90％であったので，この進捗率を 95％まであげれ

ば，C 評価で合格している学生グループとほぼ同等

となり，ドロップアウト率の改善が予想される． 
 

6. おわりに 

今後は，学習者へのアンケート調査等を通して，

学習者支援活動計画を随時修正し，さらなるドロッ

プアウト学生の低減を目指す．また，個別メッセー

ジの自動送信や個人毎のメッセージのカスタマイズ，

Chatbot の利用等も検討したい． 
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